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自然科学研究科主催「留学生ラウンド・テーブル・
トーク」からの示唆
一留学生支援の立場より5年間の議論と今後の課題の検討一
苗田敏美・岸田由美・松下美知子注！
【要旨】
金沢大学自然科学研究科で開催された留学生ラウンド・テーブル・トーク第1回
(2008年度）から第5回(2012年度）までを振り返り，どのような学習環境等の変化が
見られ，また引き続き課題として取り組むべき事柄は何かを検討した。留学生の量的
拡大に伴う質的変化により，授業や学内環境における言語の問題が大きくなっている
ことが明らかとなった。言語については日本人学生との交流の面でも大きな問題と
なっているが，言語学習にせよ，交流にせよ，学生自身の意欲や行動力が第一である
ことが指摘された。留学生寮などの住居の提供は，特に私費留学生にとっては進学先
選びの決め手の一つであることも指摘されており,2020年までに留学生受け入れ1,000
人を目指す金沢大学にとって，早急に取り組むべき課題と言える。
Iはじめに
金沢大学自然科学研究科（以降「自然研｣）では，研究科の教育学習環境の一層の国
際化を推進することを目的とした率直な意見交換の場として，留学生・日本人学生・
教職員をはじめ，必要に応じて
学外関係者も交えた「ラウンド・
テーブル・トーク」を,2008年
度から本年度(2012年度）まで，
計5回にわたり独自に開催して
きた。その議論の内容は，自然
研にとどまらず，金沢大学全体
の国際化にも及ぶものである。
その議論を振り返り、どのよう
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な学習環境等の変化が見られ，図金沢大学留学生受け入れ状況(平成20年度～平成24年度）
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また引き続き課題として取り組むべき事柄があるのかについて，金沢大学全体にとっ
て示唆的な内容に絞って検討を行うことが本稿の目的である。
政府の「留学生30万人計画」を受け，本学でも留学生の受け入れ拡大策を推進した
結果,2009年度まで350名前後を維持してきた留学生受け入れ数は,2010年度には前年
度を146名上回る491名と急増し，それ以降2012年度の現在まで500名前後となってい
る。さらに2013年度には700名，そして2020年度までには，全学生数の10%にあたる
1,000人を受け入れるというのが本学の方針である。
全留学生の約3分の1が集中し，従来から多くの留学生を受け入れてきた自然研に
おいても,2009～2010年度には学期ごとに20～30人ずつ留学生数が増加し,2011年度
後期までにほぼ倍増した。アジア人財資金構想・高度専門留学生育成事業，国際イン
タラクティブ特別プログラム，交流促進特別枠，日中韓環境エコ技術特別コース，二
重学位プログラムなど，留学生向けの様々な特別プログラムを含め，より多くの，よ
り多様な留学生が自然研で学ぶようになっている。
このような状況の中で,2010年度の急増を挟む前後5年間で，留学生たちは本学で
どのような留学生活を送り，学習環境をどのように捉えているかを知るために，各年
度のメインテーマを概観するとともに，留学生が毎回必ず意見や提言を行った「言葉
の問題（言語面)｣，「日本人学生との交流｣，「住宅問題」について，留学生支援の立場
から取り上げ，改善の示唆や方向性を検討する。
なお，本稿で取り上げるラウンド・テーブル・トークでの議論は，第1回から第4
回までは岸田が，第5回は苗田が記録した各年度の実施報告書に基づいている。参加
者は在籍留学生のl～2割であり，議論は必ずしも在籍する全留学生の意見を反映し
たものではない。留学生の発言は英語で行われたものも多く含み，それらは記録者が
日本語に翻訳・意訳して記録している。
II自然科学研究科主催「留学生ラウンド・テーブル・トーク」
第1回～第5回の概要
第1回学生から見た留学・国際交流の意義と国際化に対する企業の期待
【日時】2009年3月16日(月)14:00-17:30【会場】自然科学大講義棟Aブロック
【参加者】49人：教職員19人，学生28人［留学生23人（すべて院),日本人5人（院
2)]，企業関係者2人
【概要】国際化及び留学について，大学，学生，企業それぞれの視点から様々な意
見が示された。大きなテーマは次の3点である。
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国際化とは何か。国際化に対応するために必要とされる知識・能力について
国際化に対応するために必要とされる大学の教育や施策について
留学先としての日本，金沢大学の魅力，留学生数を増やすための課題
第2回留学生から見た金沢大学の魅力：入学のビフオー＆アフター
【日時】2009年ll月24日㈹l5:00-17:30【会場】自然科学大講義棟Aブロック
【参加者】29人：教職員15人，学生14人（留学生9人，日本人学生5人）
【概要】下記テーマについて，関係する2007年度金沢大学留学生生活実態調査結果
を参照しつつ，議論した。
(1)世界に情報発信する効果的なツールとコンテンツ
・在籍留学生は，金沢大学をどうやって知り，どうして選んだのか。
・世界のより多くの人々に，金沢大学を知り，魅力を感じてもらう効果的な方
法は？
・自然科学研究科及び金沢大学の広報，学生募集方法の改善点
（2）留学生から見た自然科学研究科の教育方法・環境について
・留学生が実際に来てみて意外だったこと，良かったこと，困ったこと
・指導教員が留学生を指導する中で感じた驚き，良かったこと，困ったこと
・留学生と教員双方にとってストレスのない，効果的なコミュニケーション・
指導方法は？
．「研究室」での人間関係：日本的特徴と上手な関係作り
第3回ことばの壁を越えて一留学生の増加・多様化に応える研究支援・指導の現状
と課題一
【日時】2010年12月21日㈹16:30-18:30【会場】自然科学大講義棟Aブロック
【参加者】60人：教職員21人，学生39人（留学生29人，日本人学生10人）
【概要】自然科学研究科において前年度から急速に留学生数が増加している状況を
踏まえて，授業,研究室,サポートや生活場面それぞれのコミュニケーショ
ンの現状,日本語及び英語のコミュニケーション能力の向上,円滑なコミュ
ニケーションに向けて大学に求められるサポートを主なテーマとして意見
交換を行った。
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第4回チユーター制度について語ろう－留学生・チユーター・教員の三者間対話を
通して－
【日時】2011年12月20日㈹16:30-18:00【会場】自然科学大講義棟Bブロック
【参加者】25人：教職員11人，学生14人（留学生11人，日本人学生3人）
【概要】留学生数が増加する中で人手不足やチユーターの負担増が懸念される
チューター制度について，留学生，チューター，指導教員それぞれの立場
から意見交換を行った。
第5回留学生受け入れ1,000名を目指して
【日時】2012年12月21日㈹16:30-18:30【会場】自然科学大講義棟Bブロック
【参加者】31人：教職員16人，学生15人,(留学生12人，日本人学生3人）
【概要】現在全学で策定している「金沢大学の国際化戦略（案)」及び「金沢大学の
国際化の理念・基本方針に関する具体的なアクションプラン（案)」から，
いくつかの方針や今後の施策を取り上げ,「留学生が本当に望んでいる大学
としてのアクションは何か｣，「何にPnontyを置いて進めていけばよいの
か｣，「平成32年までにl,000人の留学生を受け入れる（留学生比率10%)た
めには何が必要か」について学生から生の声を聴き，意見交換を行った。
Ⅲラウンド・テーブル・トークの議論を受けて
1．言葉の問題（言語面）
(1)国際化に対応するために必要とされる知識・能力
留学生からは国際化とは言語やコミュニケーション能力であるという意見があが
り，参加した企業関係者からは「留学経験は大切であるが，ただ留学したというだけ
でなく，そこでどんな経験をしたかのほうが重要であろう」という意見があった。教
員からは「コミュニケーション能力というが，それは言語だけではない。言語の授業
では習えないことがある。授業で言語を習うより，半年でも海外に行かせて暮らす経
験をさせたほうがいいのではないかと思う」という意見があった。
(2)授業言語について
留学先に金沢大学を選んだ経緯として，まず，日本語，中国語,英語の3言語でウェ
ブサイトがつくってあることで金沢大学の情報がわかりやすかったことがあるよう
だ。また，英語による博士学位プログラムがあることで金沢大学を選んだ学生もいる
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ので，日本語がわからなくても日本で勉強できるということが魅力の一つと言える。
国際化に対応するために必要とされる大学の教育や施策について，留学生から「英
語で講義をしてほしい｣，「日本語での講義でもよいが，テキストや資料は英語にして
ほしい｣，「日本語は理解できるが，試験や宿題は英語で書いて出してもよいことにし
てほしい」など，日本語レベルによって授業で使用される言語に対する意見や要求が
異なっている。日本語を勉強して理解できるようになっても教員の話すスピードが速
く聞き取れなかったり，わからない日本語も多かったりするので，授業内容が十分理
解できていないようである。
また，日本語で行われるクラスの授業に参加できなかったり，自分で研究テーマや
内容を決めたかったが，情報が探しにくかったりと，日本語能力が低いことでやりた
いことが十分できる環境にないこともわかった。
一方で，「日本語で専門知識を勉強したいので，英語で授業をする必要はない｣，「留
学生だけではなく，博士前期課程，博士後期課程には日本人学生もいるので，英語だ
けでの授業はあまり意味がないと思う」という留学生もいた。
日本語が十分理解できない留学生が増えてきていることを受け，英語で授業をして
いる教員，基本は英語で行い日本語で要約をする形をとっている教員，教材を英語に
訳したりしている教員の実践も紹介された。しかしそれは一部で，英語でやりたいと
いう気持ちはあっても現実の対応が追いついていないのが現状のようだ。
一緒に授業を受ける日本人学生からは，英語で授業をされると日本語で授業をされ
ていたころよりも難しく，負担に感じていることが示されたが，一方で，両方の立場
を考えると英語で授業されることも受け入れられるとの発言もあった。
日本語が十分理解できない留学生からは英語での授業を求める声が強かったが，日
本語で専門の勉強をしたいから日本に来たという留学生にとっては英語で授業をされ
ることは不満のようである。しかし，日本で就職したい学生や日系企業に就職したい
学生にとっては日本語はもちろん英語も必要なため，両言語を使用する機会が求めら
れているようだ。日本人学生からは理系の学生（博士前期課程，博士後期課程）のた
めの英語で論文を書くための授業や英語でプレゼンテーションするための授業の要望
があった。授業だけではなく，英語を話せる環境作りという点では，食堂の近くに
EnglishCa姫のようなものがあるとよいという意見もあった｡教員からは留学生のこと
だけではなく，日本人のことも考えて英語の授業は充実させる必要があり，国際的な
大学になるためにはみんなががんばらなければならないとの意見があった。
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(3)研究室など大学生活での現状
国際インタラクティブ特別プログラムの場合は，すべて英語で単位を取ることがで
きるけれども，大学の掲示板やアカンサス・ポータルの情報が日本語であることや，
生活面や事務室での対応で困ったり，日本人学生との交流に参加できない等，やはり，
授業以外の場面でも日本語力がないと不便な状況が多いようだ。英語による博士学位
プログラムの学生が学生生活で不便を感じないように学習環境を整えることが求めら
れている。
研究室でも日本人学生は,英語を話そうとしないという印象を留学生に与えがちで，
日本語ができない留学生が共通の言葉がないと感じているという問題も提示された。
また，授業が英語で行われていても，研究発表等授業以外の場面で日本人学生が英
語を使用することが少ないため，研究活動に十分参加できないと感じているようである。
一方，日本語が話せない学生のチューターをしている日本人学生からは，研究場面
や手続き等では，専門的な英語がわからなかったり，留学生に英語で説明することが
難しかったりとうまくコミュニケーションがとれなかった経験が語られた。そのよう
な中でも，英語で日常的なことばを交わすことは貴重な経験になったし，おかげで英
語に免疫がついたといったプラス評価をしている学生もいた。
(4)留学生の日本語力について
教職員から，留学生の日本語力を向上させるには，入学選考時に日本語の語学試験
を課すことが必要ではないかという意見や，日本に来たのだから留学生も日本語を学
ぶべきだという意見もあった。最初はほとんど英語だった留学生も，なるべく日本語
を使うようにすると,1年も経つと基本的なコミュニケーションは日本語でできるよ
うになる。しかし専門的な内容を日本語で理解するには相当の時間と努力が必要とな
る。留学生からは，「留学生には日本語を学びたい学生もいれば，学びたくない学生も
いるので，それぞれの学生に対して違うアプローチが必要だ」という意見もあった。
日本語を勉強したくても，専門の勉強が忙しく，留学生センターが提供している日
本語のクラスに参加できない学生もいる。全学的な見地からは，日本語学習を望む学習
者のニーズに合った多様なスタイルの日本語教育を提供することが今後の課題となる。
(5)その他
1）日本人学生の英語力向上について
日本人学生からは，日本人学生の英語力を向上させるには英語の授業を増やすとい
う意見が複数あがった。日本人と外国人が出会える場を増やすという提案もあったが，
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大学側が場を用意しても学生が参加しない現状の指摘もあり，教員からは学生自身の
意欲や行動を求める声もあがった。同じく英語を母語としない留学生が英語を話すの
に，自分は英語で応えることができず恥ずかしかった経験が意欲につながったという
日本人学生の経験談も示された。日本人学生の英語学習意欲をどう高めるかは，まだ
まだこれからの課題だと言える。
国際的な大学になるためには，留学生のためではなく，日本人の英語力向上の問題
として大学の言語環境をとらえることが必要なのではないかという意見もあった。
2）チューター制度について
日本語ゼロの留学生の場合，大学からの通知がすべて日本語なので，そのたびに
チューターのところに行って訳してもらう必要がある，チューターは入学後1年間し
かつかないので，その後が困るという意見があがった。つまり，英語で情報が提供さ
れないために2年目以降もチューターに頼らなくてはならない状況であり，それは望
ましくないということであろう。英語あるいは日本語が理解できる留学生に対しては
英語や日本語で情報を提供すれば，問題は解決するであろうが，英語も日本語も理解
できない学生に対してはやはりチューターが必要となってくる。様々な意見が出たが，
チューター制度に関しては特に問題を指摘する参加者はいなかった。
一方,チューターにとっては英語で説明したりするのは大変負担のようではあるが，
参加したチューターの学生は国際化に関心があり，英語も学習したいので，英語を使
用することは負担ではあるが，それを受け入れることができると話していた。留学生
が多い分野においては，人手不足から前向きにチューターを引き受ける学生ばかりで
はないのが実情ではあるが，このような人材が増えれば周りの学生も刺激されるであ
ろう。
3）言語プログラム，カリキュラムについて
プログラムやカリキュラムについては「母語を教えてお金をもらえるようなプログ
ラムがあったらいいと思う｣，「言語に関する比重は大きく，充実しているが，文化に
焦点を置く必要もあるのではないか。日本文化だけではなく，各国の文化も注目すべ
きではないか」という意見もあがった。
(6)考察
以上，第1回～第5回までの留学生ラウンド・テーブル・トークであげられた留学
生，日本人学生，教職員の意見を見てきた。日本語がわからない学生からは英語での
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情報を求める意見が第1回から出ていたが，第5回ではこの意見は出なかった。議論
の傾向は各回の参加者個人の属性にも依存するが，改善が認められてきているのかも
しれない。英語による学位取得プログラムで留学生を募集するのであれば，やはり授
業だけではなく，学内の言語環境も整えていく必要がある。アカンサス・ポータルの
多言語化や，留学生をターゲットにした情報発信・交流サイト「金沢大学留学生ネッ
ト」の開設(2011年度),事務からの通知文書の英語化など，情報の提供の仕方が徐々
にではあるが改善されてきている。
留学生から授業を英語でしてほしいという意見が毎回出ていたが，第5回ではこの
主張はなかった。一部の専攻や教員で英語による授業が開講されていることや，理工
学域のmシンポジウム(2010年度）で授業での英語使用が取り上げられるなど，教
員全体の認識向上が図られたことも大きな要因であると考えられる。また，日本人学
生や英語が十分理解できない留学生もいることへの理解も，ラウンド･テーブル・トー
クでの議論を通じ，留学生の問で深まったことも要因の一つとして考えられる。英語
対応が全くない授業では留学生も授業が理解できず不満の声が上がるが，資料を英語
にする，板書を英語にするといった一部の対応があるだけでもずいぶん理解を助けて
いるようで，不満が減ったようである。
授業が英語で行われるのは留学生のためだけではなく，日本人学生の国際化のため
でもある。国際化を進めていくにはやはり，留学生も日本人学生も一緒に授業が受け
られる環境作りが必要だと考えられる。英語で授業がされることによって日本人学生
の理解が低下すれば日本人学生の不満が高まるし，日本語だけで授業をすると日本語
が理解できない留学生が受講できず，不満となる。したがって，今後も留学生，日本
人学生がともに同じ環境で学習できる方法を考えていく必要がある。
留学生の留学目的は様々で，研究だけが目的の学生もいれば，文化体験，日本人と
の交流，日本語学習を求めている学生もいる。それぞれのプログラムで留学生を募集
する際にその目的が達成されるようなカリキュラムももちろん大切であるが，それら
を達成するための環境作りも必要である。環境が整っていなければ目標に向かって集
中できないこともあるので，それを整えていくことが望まれている。
留学生の中には日本語を勉強したいが研究が忙しく，日本語を勉強する時間もない
という学生もいる。金沢大学角間キャンパスでは留学生センターが2012年度現在,10
レベル(AS,A1,A2,AA,B,Cl,C2,D,E,F)の日本語クラスを開講している注2．しか
し，週に3～4回授業があるので，出席できなければどんどんわからなくなっていき，
途中で履修をやめる学生が自然研の学生には多い。この現状を踏まえ,2012年度秋学
期はサバイバル日本語クラス(AS;ゼロ初級対象）が週4回(1回45分,16時30分～
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17時15分）開講されたが，忙しい理系学生のニーズに合った日本語クラスの開講とい
うことも検討されてよいだろう。
第1回～第5回の留学生ラウンド・テーブル・トークで出た意見は一部の学生の意
見ではあるが，学生からの率直な意見として，主催する自然研はもとより，全学の国
際化戦略を進めていく上でも，本稿を通じ活用されることを望みたい。
2．留学生と日本人学生との交流
留学生・日本人学生双方の交流を阻害する要因として常に問題とされているのが，
言葉の壁と心の壁，日本人学生の消極的な態度である。留学生からは，留学生とあま
り話そうとしない日本人学生たちの姿が指摘された。その代表的な発言を拾ってみる。
・日本人学生は，英語を話すのが難しいので話そうとしないのかなと感じることが
ある。皆親切だけど，共通の言葉がない。
・3年間日本人学生と一緒にやってきた。自分から誘わないとだめ，待っていては
だめと日本語の授業でも聞いていたので，そうするようにしてきた。
・約10年日本で生活してきた。日本人の友人で外国人と話したいという人は多かっ
たが，英語が話せず，外国人に話しかけるのを恥じらって，結局話すのをあきら
めてしまう人がたくさんいた。
・日本人学生は英語を話すのが難しいようだが，もっと留学生に話しかけて欲しい。
留学生には日本人の教員や学生の手助けが必要。
しかし留学生との交流への関心は，日本人学生にもないわけではない。話の壁とな
るのも英語力のようだが，同時に，英語力の向上のために留学生との交流を求める実
利的な志向も観察される。日本人学生からの関連発言の一部を紹介する。
・日本人学生の英語力が問題。留学生と話すチャンスも少ないと感じるので，日本
人と外国人が出会える場を増やすとよいのではないか。
・自分の研究室は海外に行きたいと思っている学生が多いので，留学生と積極的に
話したいと思っているけど，何を話したらいいかわからないということはある。
何か話さなくてはいけない状況になって,無理をしなければ英語で話さないので，
1対1でセットしたりするのがいいのではないか。
・実際役に立つかどうかということに目がいきやすいので，国際交流とか留学とか
やってどういうメリットがあるのか，わからない人が多いと思う。視野を広げる
とか，いろんな経験をするとか，自分はそういうことに価値があると思っている
が。
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前述した留学生・日本人学生双方の意見に対して，教員側からは，日本人学生に留
学生に負けない積極性や行動力を求める声や，留学生に専門の勉強以外にも幅広く日
本社会に関心を持ち，交流のネットワークを自ら広げる努力を促す声，大学として，
両者の共同学習の機会を増やす必要性を指摘する意見などがあった。
授業を通じての交流場面の創出としては,現在は全学的な語学力の補強と並行して，
留学生と日本人学生の双方が共に学ぶ語学プログラムの開発等を国際機構留学生セン
ターでは行っている。
理工学域では，留学生教育研究室が留学生自身が企画したものを含め大小様々な文
化紹介行事を行ってきているほか，留学生学習サポートルームの活動の中で，留学生
と日本人学生が英語や中国語などで気軽に会話できる機会も以前から提供されてき
た。ラウンド・テーブル・トークの議論からは，それらの活動が十分に認知されてい
ない状況も明らかになった。参加者拡大に向け，一層の周知を進めるとともに，参加
しやすいよう，実施形態のさらなる工夫が求められる。
全学的な取り組みの中では，自然研の留学生の多忙な状況を考慮すると，夏・秋に
実施する「いしかわ金沢学」なども交流の一機会を提供するためのものとなるだろう。
｢いしかわ金沢学」夏コースは，留学生・日本人学生・地域住民が一緒に，地域の伝統
文化を体験的に学ぶコースであり，秋コースはクールジャパンを教材としている。地
域と日本の伝統文化の習得はもちろんのこと，学生同士や地域住民との直接的な交流
がもう一つの目標である。
3.住居の問題一住環境は改善されているか
留学生の受け入れは住宅の確保と直結する。大学に用意されている会館や寮には，
入居資格・年数などの制限があり，留学生の希望には必ずしも十分に応えていないの
が現状である。ラウンド・テーブル・トークにおいても，特に経済的に余裕のない私
費留学生にとって，留学生寮の存在が進学先を選ぶ際の決め手の一つになっているこ
とや，寮の絶対量が不足していることから，寮に入れる学生と入れない学生が生じ，
留学生が格差を感じている現状が指摘され，留学期間中，継続して住める住居の確保
が求められてきた。
急増する留学生に対して本学も住居問題には様々な対応を次々に行ってきた。学生
寮など既存の大学施設を利用した宿舎の提供，生協との提携による低家賃物件の斡旋
や留学生・日本人の混住新寮の建設(2012年度完成）などである。しかし,2012年度
の現在まで住宅問題は依然として解消されない状況にある。
新設された混住寮では104室が入居可能となっており，当初予定していた人数分の
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300室は建設されていない。現在の入居率が高くなってくれば,新たな寮を作って室数
を増やしたり，現在の入居年数は最大1年であるが，室数が増えた場合は入居年数も
増やす予定となっている。
また，旧来からの学生寮に住む留学生からは，大学へのアクセスの悪さ（交通手段
はバスしかなく本数も少ない)を嘆く声が聞かれるが,学生寮に住む日本人学生にとっ
ても問題は同じである。
寮費についても，新設の寮に入る場合，寄宿料と諸経費で月額3万円ほどかかるが，
個室のユニット形式だけでなく，より安価な2～4人部屋なども選択できるようにし
てはどうかなど，より安価な住まいを求める声があがった。
留学生の希望とそれに対応する住宅供給の問題は，これからも絶えず論じ続けられ
るであろう。しかし,2020年までに留学生受け入れを1,000人規模にするという本学の
計画を実現させるためには，最も緊急かつ真剣に取り組むべき課題である。
Ⅳ今後の課題
以上，第1回(2008年度）から第5回(2012年度）まで計5回にわたり開催された
留学生ラウンド・テーブル・トークでの議論を，「言葉の問題（言語面)｣，旧本人学
生との交流｣，「住宅問題」に絞って振り返ってきた。ここでは，留学生受け入れ拡大
を進める金沢大学全体への示唆として,各項目で得られた知見を再確認しておきたい。
自然研では二重学位取得プログラムの開設など，様々なプログラムによって留学生
が増加，多様化してきている。日本語力が高い留学生のみではなく，ゼロレベルの留
学生が増加している状況は，他の研究科でも同様である。自然研の学生が指摘した授
業や学内での言語の問題は，全学的な問題にほかならない。自然研での議論からは，
留学生が増えたから英語で対応すればいいといった単純な問題ではないことが明らか
になった。留学生にも日本人学生にも英語が苦手な学生もおり，言語的に多様な学生
が一緒に教育を受けられる環境作りに向け，全学的な努力が求められる。
次に，交流についてだが，留学生の多くは日本人学生との交流を求めているし，日
本人学生の中にも積極的に交流を希望している者もいる。国際機構留学生センターが
行っている「いしかわ金沢学」などはこのような学生のニーズに応えるものの一つで
ある。大学から提供する交流の機会に加え，学生の自発的・積極的な交流活動を支援
する枠組み作りも必要である。
住居の問題については,安価で安定的に入居できる留学生向け住居の絶対量が不足し
ている問題への対応が，本学の留学生受け入れlpOO人計画の実現に向けて急がれる。
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【注】
l苗田敏美（理工研究域）・岸田由美（理工研究域）・松下美知子（国際機構留学生センター）
2宝町キャンパスでは3レベル（医学部補講入門，初級，中級）開講している。
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Suggestionsfmmthe@IntemationalStudentRoundmble
mlk'hostedbytheGraduateSchO⑪lofNaturalScienceand
晩c伽⑪logy:Examiningthefiveyearsdiscussionsandthe
remainingchallengesfOrs叩portinginternationalstudents
TbshimNoda,YurmKishidaandMichikoMatsushita
Abstract
Thispaperexaminesthediscussionsatfiveyearsrecordthe@InternationalStudentRound
Thble'Iblk'shostedbytheGraduateSchoolofNaturalScienceandTbchnologysince2008
tofindouttheimprovementsandtheremainingchallengesinthecampusenvironmentsfbr
internationalsmdentsatKanazawaUniversity.
Recentexpansioninthenumberofintemationalstudentshasbroughttheincreaseof
studentswhodonotunderstandJapanese・Tbday,moreclassesandlaboratoriesarefacingthe
challengesoftheinsufficientcommunicationduetolackoflanguageskills,thelanguage
barrierbetweenJapaneseandnon-Japanesestudents.Suchconditionrequeststhefacultyto
introducenewteachingmethodsandstudentstobemoremotivationalandactiveto
overcometheconnnunicationbarrier.ProvisionofcheapandstableaccommodationsfOr
internationalstudentsisoneoftheurgentissuesfOrKanazawaUniversityinordertodouble
itsintemationalstudentsuptol,000by2020.
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